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テーマ：改正貸金業法について
講　師：日本貸金業協会　企画調査部部長　遠藤清一氏
日　時：2011年2月19日（土）14:00 ～ 16:00
場　所：トヨタ自動車（株）池袋アムラックスビル６階６０４会議室

	

	＜日本貸金業協会について＞

日本貸金業協会は、平成18年12月13日に成立、平成19年12月19日から施行された「貸金業の規制等に関する法律等の一部を改正する法律」（平成18年法律第115号）の第2条により、「貸金業の規制等に関する法律」（昭和58年法律第32号）の名称が「貸金業法」に改められた。この新しい貸金業協会は、これまでの貸金業協会とは法人格が異なり、貸金業法第26条第1項及び第2項に基づき、貸金業者が内閣総理大臣の認可を受けて設立した法人（認可法人）です。東京に本部を構え、全国47都道府県に支部を設置し、貸金業者を協会員とした新たな自主規制機関として内閣総理大臣の監督の下に置かれ、強力な自主規制機関として期待されている。
１．日本貸金業協会の目的
　　「貸金業協会は、貸金業者の業務の適正な運営を確保し、もって貸金業の健全な発展と資金需要者

等の利益の保護を図るとともに、国民経済の適切な運営に資することを目的としています。」
・運用を自主規制基本規則等の制定・協会員の法令等遵守
・相談対応・苦情処理・紛争解決
・広告審査、監査の実施、業務研修、行政協力事務
・広報・啓発・調査研究、貸金業務取扱主任者資格試験・登録・講習
２．協会員数と協会窓口
　・平成22年9月現在、登録貸金業者2,828社の内、日本貸金業協会に1,679社が加盟（59,1％）。
・平成19年度には4,063社の貸金業者が協会に加盟していたが、法改正により激減。      

・その理由として、低金利で経営が維持できない、リスクの高い人には貸せない、資格が取得できないなど。
＜改正貸金業法＞
1. 1.多重債務問題の解決を図るため、平成18年の貸金業法改正、段階的に施行され、平成22年6月完全施行された。
・消費者金融の利用者が1,000万人を超え、多重債務問題が深刻化し、抜本的な法改正が行われた。
２．貸金業法の目的

　・貸金業者の登録制度、事業者への必要な規制、貸金業者団体の認可制度、指定信用情報機関制度
３．貸金業法等改正の概要

　・貸金業の適正化、過剰貸付の抑制、金利の適正化、ヤミ金対策の強化

４．改正貸金業法の施行スケジュール

　・平成18年１2月公布され、罰則強化や自主規制ルールなどを強化し、平成22年6月に完全施行。
５．総量規制

　・借入残高が年収の３分の１を超えている者には、新規の貸付は行わない。

６．総量規制の除外・例外

　・不動産や自動車購入時の貸付などを除外し、緊急医療費や個人事業者への貸付などを例外とした。

７．上限金利の引き下げ

　・出資法の上限金利（29.2%）を引き下げ、利息制限法の水準（15%～20%）を上限金利とする。

＜多重債務（過重債務）について＞

１．自己破産件数の推移
・2003年をピークに減少しているが、最近では50万円で申告するケースもある。

２．自己破産に至る背景

　・様々な要因が考えられるが、失業率の増加、企業倒産、離婚なども影響しているのではないか。
３．多重債務とは

　・収入がなく返済能力が低下し、新たな借入を繰り返す。

　・ギャンブルや遊興費など浪費ぐせがあり、借入を繰り返す。

４．多重債務による影響

　・夫婦間の不和、子供への虐待、不眠症やうつ病の発症、飲酒・喫煙の増加、集中力や生産性の低下

５．主な解決方法

　・任意整理、調停、個人再生手続き、自己破産
＜ヤミ金や最近のトラブル事例＞

１．ヤミ金とは

・貸金業は都道府県知事への登録を行う必要があるが、この登録をしていない業者を「ヤミ金融」という。

・貸金業法で決められた年２０％超の金利を取り、店舗を持たず、暴力的、脅迫的な取り立てを行う。

２．ヤミ金や金融詐欺の被害に遭う理由

・「お金」に対する知識不足、「安易・単純に判断する、「騙す側」が高度な知識を持っている。
３．ヤミ金の事例

・新聞、雑誌広告、インターネットなどを通じ、ウマイ話を持ちかける。

・一度取引してしまうと、何度も連絡を取ってくる。

・中古車リース、融資保証金詐欺、紹介屋、アルバイト詐欺、買い取り屋、ソフトヤミ金など

＜被害に合わないためには＞

・そんなに「おいしい話」はありません。
・簡単に「個人情報（勤め先や家族構成など）」は話さない。

・「お金を先に振り込んでくれ」といった言葉や手口はまず疑う。
・「騙されたかな」と思ったら、一人で悩まず、すぐに親族や友人、もしくは消費生活センターなどに
相談しましょう。一人で抱え込んでいると、深みにはまってしまいます。

・詐欺にあった場合には、すぐに警察に届け出て下さい。
＜所感＞

　昨年６月、改正貸金業法が完全施行されたが、総量規制などにより、まっとうな貸金業者から融資を受けることができず、ヤミ金業者に手を出さざるを得ない中小企業の社長や消費者は多数存在すると思われる。一方、生活保護受給世帯は１４０万世帯を突破し、返還時期を迎えた第二セーフティネットも焦げつきが多いと聞く。今後、人口減少が続く日本社会は、どこに向かえばいいのか、政府がシッカリと舵取りを行って欲しいものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：２６期　英賀（ｱｶﾞ）成彦



